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(57)【要約】
　一対の連結溝を有し、該連結溝のそれぞれが予め決め
られた深さを有するバッテリーセルと、該バッテリーセ
ルの上部に取り付けた絶縁性取付部材と、下方に突き出
た一対の接続連結部材を有する保護回路モジュール(PCM
)と、及び該バッテリーセルの上部に連結された絶縁性
キャップとを包含する二次電池パックであって、該接続
連結部材が、該絶縁性取付部材が該バッテリーセルの上
部に取り付けられた状態で、該絶縁性取付部材の開口部
を介して、該バッテリーセルの電極端子に形成された連
結溝の中に挿入され、それによって、該バッテリーセル
及び該絶縁性取付部材に対する該PCMの連結及び該バッ
テリーセルと該PCMとの間の電気的接続が達成される、
二次電池パックを開示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二次電池パックであって、
　バッテリーセルと、絶縁性取付部材と、保護回路モジュール(PCM)と、及び絶縁性キャ
ップとを備えてなり、
　前記バッテリーセルが、バッテリーケース中に電解質と共に密封された状態で取り付け
られたカソード/セパレータ/アノード構造の電極アセンブリーを有してなり、
　前記バッテリーセルが、前記バッテリーセルの上部に一対の連結溝を備えてなり、前記
連結溝の中に接続連結部材が挿入されてなるものであり、前記連結溝のそれぞれが予め決
められた深さを有してなり、
　前記絶縁性取付部材が開口部を有し、前記開口部を介して前記バッテリーセルの電極端
子が外側に露出してなり、
　前記絶縁性取付部材が、保護回路モジュール(PCM)が前記絶縁性取付部材の上部に配置
される構造を有するように形成されてなり、前記絶縁性取付部材が、前記バッテリーセル
の上部に取り付けられてなり、
　前記保護回路モジュール(PCM)が、前記バッテリーセルの過充電、過放電、及び過電流
を制御するための保護回路を有してなり、
　前記PCMが、前記バッテリーセルとの機械的連結及び電気的接続を行うための一対の接
続連結部材を備えてなり、前記接続連結部材が、下方に突き出ており、前記PCMが前記絶
縁性取付部材の上に配置されてなり、
　前記絶縁性キャップが前記バッテリーセルの上部に連結されてなり、前記絶縁性キャッ
プが、前記PCMが前記絶縁性取付部材の上に配置された状態で、前記絶縁性取付部材を取
り囲んでなるものであり、
　　前記接続連結部材が、前記絶縁性取付部材が前記バッテリーセルの前記上部に取り付
けられた状態で、前記絶縁性取付部材の前記開口部を介して、前記バッテリーセルの前記
電極端子に形成された前記連結溝の中に挿入され、
　　それによって、前記PCMと前記バッテリーセル及び前記絶縁性取付部材との連結、並
びに前記バッテリーセルと前記PCMとの間の電気的接続が達成される、二次電池パック。
【請求項２】
　前記バッテリーケースが金属容器である、請求項１に記載の二次電池パック。
【請求項３】
　前記接続連結部材のそれぞれが、導電性接続ピンまたは導電性ネジ構造を有するように
形成される、請求項１に記載の二次電池パック。
【請求項４】
　前記接続連結部材が、前記接続連結部材が前記PCMを介して上から伸びてなる構造にお
いて、前記PCMに取り付けられてなり、かつ、前記接続連結部材が、前記接続連結部材が
前記PCMの前記回路に接続された状態で固定されてなる、請求項３に記載の二次電池パッ
ク。
【請求項５】
　前記接続連結部材の、前記電極端子の前記連結溝中への連結が、強制的取付またはネジ
連結により達成される、請求項１に記載の二次電池パック。
【請求項６】
　前記PCMが、前記PCMの底部に形成された前記保護回路に正温度係数(PTC)素子を備えて
なり、前記正温度係数(PTC)素子が、温度増加と共に前記正温度係数(PTC)素子の抵抗が増
加するように形成されてなる、請求項１に記載の二次電池パック。
【請求項７】
　前記連結溝が前記バッテリーセルの上部キャップに深さ0.3～3mmに形成されてなる、請
求項１に記載の二次電池パック。
【請求項８】
　前記絶縁性取付部材が、前記バッテリーセルの前記上部のサイズにほぼ等しいサイズを
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有してなり、前記絶縁性取付部材の中央に第一開口部及び第二開口部を備えてなり、
　前記第一開口部を介して前記バッテリーセルの第一電極端子が露出し、前記第二開口部
を介して前記バッテリーセルの前記バッテリーケースの前記上部の一部(第二電極端子)が
露出してなり、
　前記第二開口部が、前記第一開口部から予め決められた間隔を置いて配置されてなる、
請求項１に記載の二次電池パック。
【請求項９】
　前記絶縁性取付部材の前記上部が、前記PCMに対応する形状に形成され、前記PCMが前記
絶縁性取付部材の前記上部に取り付けられてなり、かつ、前記PCMが前記絶縁性取付部材
の前記上部に所定の位置で固定されてなり、並びに
　前記絶縁性取付部材が、前記絶縁性取付部材の対向する最も外側に突き出た末端に、前
記絶縁性キャップと連結するように形成された突出部を備えてなるものである、請求項１
に記載の二次電池パック。
【請求項１０】
　前記PCMが、前記PCMの対向する末端に、予め決められた幅を有してなる内側に窪んだ溝
を備えてなり、
　前記絶縁性取付部材が、前記絶縁性取付部材の前記突出部の上部に、前記溝に対応して
なる内側に突き出た連結突起を備えてなる、請求項９に記載の二次電池パック。
【請求項１１】
　前記バッテリーセルの前記底部に連結されたもう一つの絶縁性キャップ(底部キャップ)
をさらに備えてなる、請求項１に記載の二次電池パック。
【請求項１２】
　前記バッテリーセルの前記バッテリーケースの外側に貼り付けたシースフィルムをさら
に備えてなる、請求項１に記載の二次電池パック。
【請求項１３】
　前記バッテリーセルがプリズム形リチウム二次電池セルである、請求項１に記載の二次
電池パック。
【請求項１４】
　二次電池セルに取り付けられた保護回路モジュール(PCM)であって、
　前記PCMが、PCM本体と、及び一対の接続連結部材とを備えてなり、
　前記PCM本体が、前記バッテリーセルの過充電、過放電、及び過電流を制御するための
保護回路を有してなり、及び
　前記一対の接続連結部材が、前記バッテリーセルとの機械的連結及び電気的接続を行う
ためのものであり、
　　前記接続連結部材が、導電性のピンまたはネジ構造に形成されており、前記接続連結
部材が、前記PCM本体を介して上から伸びてなり、かつ、前記接続連結部材が前記バッテ
リーセルの電極端子に対応する位置で下方に突き出た状態で固定されてなる、PCM。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規な構造を有する二次電池パックに関し、より詳しくは、バッテリーセル
と、絶縁性取付部材と、下方に突き出た一対の接続連結部材を有する保護回路モジュール
(PCM)と、及び該バッテリーセルの上部に連結された絶縁性キャップとを包含する二次電
池パックであって、該接続連結部材が、該絶縁性取付部材が該バッテリーセルの上部に取
り付けられた状態で、該絶縁性取付部材の開口部を介して、該バッテリーセルの電極端子
に形成された連結溝の中に挿入され、それによって、該バッテリーセル及び該絶縁性取付
部材に対する該PCMの連結及び該バッテリーセルと該PCMとの間の電気的接続が達成される
、二次電池パックに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　可動装置が益々多く開発され、そのような可動装置の需要が増加するにつれて、二次電
池の需要も急速に増加している。特に、高いエネルギー密度及び作動電圧及び優れた保存
及び耐用寿命特性を有するリチウム二次電池が、様々な電子製品ならびに可動装置用のエ
ネルギー供給源として、広く使用されている。
【０００３】
　しかし、リチウム二次電池には様々な可燃性材料が含まれる。その結果、リチウム二次
電池が、過充電、過電流、または他の物理的な外部衝撃により、加熱されるか、または爆
発することがある。つまり、リチウム二次電池の安全性は低い。そのため、リチウム二次
電池の異常状態、例えば過充電または過電流、を効果的に制御するための安全素子、例え
ば正温度係数(PTC)素子及び保護回路モジュール(PCM)、がリチウム二次電池中に、安全素
子がリチウム二次電池のバッテリーセルに接続された状態で取り付けられている。
【０００４】
　一般的に、PCMは、導電性のニッケル板を経由して、溶接またははんだ付けにより、バ
ッテリーセルに接続される。すなわち、ニッケル板をPCMの電極タブに溶接またははんだ
付けにより接続し、次いでニッケル板をバッテリーセルの電極端子に溶接またははんだ付
けにより接続する。このようにして、PCMをバッテリーセルに接続し、バッテリーパック
を製造する。
【０００５】
　そのようなPCMを包含する安全素子は、バッテリーセルの電極端子と電気的に接続され
、同時に、バッテリーセルの他の部品から電気的に絶縁された状態に維持する必要がある
。そのような接続を達成するには、複数の絶縁性取付部材または複数の部品が必要であり
、そのためにバッテリーパックの組立工程が複雑になり、バッテリーセルを受け入れる空
間のサイズが小さくなる。
【０００６】
　また、バッテリーパックの構築には複数の溶接またははんだ付け工程が必要である。二
次電池の構造が非常に小さいために、そのような溶接工程は高い精度で行う必要があり、
その結果、欠陥率が増加する。さらに、そのような工程が製品の製造に加えられる結果、
製品の製造コストが増加する。
【０００７】
　この理由から、バッテリーセルの上部に取り付ける部品の数を少なくし、バッテリーセ
ルの組立工程を簡素化し、それによって、バッテリーセルの製造効率を改良する技術の研
究が鋭意なされている。例えば、韓国特許出願公開第2007-01566号明細書は、保護回路を
有する保護回路装置を開示しており、その保護回路装置は、カソード端子及びアノード端
子と、電極アセンブリーを包含する裸電池と、電極アセンブリーが中に取り付けられてい
る容器と、及び容器を密封するためのキャップアセンブリーとを包含し、キャップアセン
ブリーが、その片側に形成されたキャッププレートを有し、キャッププレートが電解質注
入口、裸電池と保護回路装置を互いに電気的に接続するカソードリード線プレート及びア
ノードリード線プレートを備え、突き出た部分がカソードリード線プレートに形成されて
おり、カソードリード線プレートの突き出た部分が、バッテリーを製造する際に、電解質
注入口の中に挿入され、保護回路装置が裸電池から分離するのを阻止する。
【０００８】
　しかし、上記の技術では、カソードリード線プレートを、突き出た部分を有する特殊な
構造に製造するのが複雑である。また、突き出た部分は、電解質注入口を密封する役割も
果たす。しかし、突き出た部分を圧迫挿入するだけでは、電解質の漏れを阻止することは
できない。突き出た部分を電解質注入口に溶接することにより、電解質注入口を密封し、
電解質の漏れを阻止することができる。しかし、この方法では、そのような追加工程が必
要になり、従って、製造効率が低下する。
【０００９】
　そのため、バッテリーセルの上部に取り付ける部材の数を少なくして組立工程を簡素化
し、溶接工程を排除することにより、バッテリーセルを組み立てる際の欠陥率を下げ、バ
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ッテリーセルの上部に配置される部材間に安定した連結を達成する技術が強く求められて
いる。
【技術的問題】
【００１０】
　従って、本発明は、上記の問題及び他の未解決の技術的問題を解決するためになされた
ものである。
【００１１】
　特に、本発明の目的は、バッテリーパックの製造に必要な部材の数を少なくして組立工
程を簡素化し、バッテリーパックの製造コストを下げ、はんだ付けまたは溶接工程を無く
し、それによって、製造効率を改良し、欠陥率を最少に抑えることである。
【００１２】
　本発明の別の目的は、接続連結部材が特殊な構造に連結されている保護回路モジュール
(PCM) を提供し、それによって、上記の二次電池パックを製造することである。
【技術的解決策】
【００１３】
　本発明の一態様により、上記の、及び他の目的は、バッテリーケース中に電解質と共に
密封された状態で取り付けられたカソード/セパレータ/アノード構造の電極アセンブリー
を有するバッテリーセルと、該バッテリーセルは、該バッテリーセルの上部に、一対の連
結溝を備え、該連結溝の中に接続連結部材が挿入され、該連結溝のそれぞれが予め決めら
れた深さを有し、開口部を有する絶縁性取付部材と、該開口部を介して該バッテリーセル
の電極端子が外側に露出し、該絶縁性取付部材は、保護回路モジュールが該絶縁性取付部
材の上部に配置される構造を有するように形成され、該絶縁性取付部材は、該バッテリー
セルの上部に取り付けられ、該バッテリーセルの過充電、過放電、及び過電流を制御する
ための保護回路を有する保護回路モジュール(PCM)と、該PCMは、該バッテリーセルとの機
械的連結及び電気的接続のための一対の接続連結部材を備え、該接続連結部材は、下方に
突き出ており、該PCMが該絶縁性取付部材の上に配置され、及び該バッテリーセルの上部
に連結された絶縁性キャップとを包含し、該絶縁性キャップは、該PCMが該絶縁性取付部
材の上に配置された状態で、該絶縁性取付部材を取り囲む二次電池パックであって、該接
続連結部材が、該絶縁性取付部材が該バッテリーセルの上部に取り付けられた状態で、該
絶縁性取付部材の該開口部を介して、該バッテリーセルの該電極端子に形成された該連結
溝の中に挿入され、それによって、該バッテリーセル及び該絶縁性取付部材と該PCMとの
連結及び該バッテリーセルと該PCMとの間の電気的接続が達成される、二次電池パックを
提供することにより、達成される。
【００１４】
　一般的に、従来のバッテリーパックでは、PCMは別個の部材である。PCMは、PCMがバッ
テリーセルの上部に電気的に接続された状態で、バッテリーセルの上部に取り付けられる
。PCMは、バッテリーセルのカソード端子及びアノード端子に、ニッケルクラッド部材ま
たはニッケル板を介して接続される。PCMとバッテリーセル上部との間の接続は、主とし
て溶接またははんだ付けにより達成されるので、欠陥率が高く、さらに、ニッケル板を中
に取り付けるための空間が必要になる。
【００１５】
　一方、本発明の二次電池パックでは、保護回路モジュールに取り付けた一対の接続連結
部材が、絶縁性取付部材の開口部を介して、バッテリーセルの電極端子に形成された連結
溝の中に挿入され、それによって、バッテリーセル及び絶縁性取付部材に対するPCMの連
結及びバッテリーセルとPCMとの間の電気的接続が達成される。そのため、予め決められ
た組立工程を、一般的に簡単な接続方法を使用して行うことができ、従って、二次電池パ
ックを容易に製造することができ、製造効率が大きく改良される。
【００１６】
　また、ニッケル板またはニッケルクラッド部材を使用せずに、PCMとバッテリーセルと
の間の電気的接続を達成することができる。従って、バッテリーパックの製造に必要な部
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品の数を少なくすること、及びはんだ付けまたは溶接を行わずに、組立工程だけで、バッ
テリーパックを製造することができる。
【００１７】
　バッテリーケースは、容易に製造でき、予め決められたレベルより大きい機械的強度を
示す必要がある。この理由から、バッテリーケースは、金属容器、好ましくはアルミニウ
ム容器またはステンレス鋼容器でよい。
【００１８】
　各接続連結部材の構造には、接続連結部材が保護回路モジュールに取り付けられた状態
で、バッテリーセルの電極端子に形成された連結溝の中に接続連結部材を挿入でき、それ
によって、それらの間に接続を容易に達成する限り、特に制限は無い。好ましくは、接続
連結部材のそれぞれは、導電性接続ピンまたは導電性ネジ構造を有するように形成する。
【００１９】
　上記の構造で、接続連結部材は、PCMに、接続連結部材がPCMを通って上から伸び、接続
連結部材がPCMの回路に接続された状態で固定される構造に取り付けることができる。例
えば、接続連結部材のそれぞれは、接続ピンまたはネジの形状に形成された本体及び本体
より大きな直径を有するヘッドを包含することができる。本体の下側部分が、PCMを介し
て、バッテリーセルの電極端子に形成された連結溝の対応する一つの中に連結されると、
ヘッドがPCMの上部と緊密に接触し、それによって、PCMがバッテリーセルの上部から離脱
するのが防止される。
【００２０】
　接続連結部材の、電極端子の連結溝中への連結は、様々な様式で達成することができる
。好ましくは、接続連結部材の、電極端子の連結溝中への連結は、強制的取付またはネジ
連結により達成し、それによって、接続連結部材と電極端子の連結溝との間の連結がより
確実に達成される。
【００２１】
　例えば、ネジ型接続連結部材を、ネジ山が内側に形成されている連結溝の中に挿入し、
それによって、接続連結部材と連結溝との間の電気的接続及び機械的連結を容易に達成す
ることができる。また、ネジ型接続連結部材を連結溝の中に挿入する時に連結溝にネジ山
を形成することができる。この場合でも、接続連結部材と連結溝との間の連結が達成され
る。
【００２２】
　一方、PCMは、その底部に形成された保護回路に、温度増加と共に素子の抵抗が増加す
るように形成されている正温度係数(PTC)素子を備えることができる。PTC素子は、PCMの
保護回路に様々な構造で配置することができる。例えば、PTC素子は、一対の導電性部材
の間に挿入し、次いで、その導電性部材をPCMの保護回路に接続することができる。ある
いは、PTC素子をチップの形態に製造し、次いで、表面取付技術(SMT)を使用してPCMの保
護回路に取り付けることができる。
【００２３】
　参考までに、SMTは、表面取付型部品を電子基板、例えばプリント回路基板(PCB)、に取
り付けるのに広く使用されている。PTC素子は、抵抗が温度に基づいて変化する材料を含
む。従って、バッテリーの内部温度が急速に増加すると、PTC素子が電流供給を遮断し、
それによって、バッテリーの安全性が改良される。
【００２４】
　前に説明したように、連結溝は、バッテリーセルの上部、すなわち、バッテリーセルの
カソード端子及びアノード端子が形成される上部キャップに形成することができる。連結
溝のそれぞれは、高さが0.3～3mmでよい。各連結溝の深さが大きすぎる場合、上部キャッ
プの厚さを増加する必要がある。さらに、接続連結部材が上部キャップを貫通し、バッテ
リーセルの内側と接触することがある。他方、各連結溝の深さが小さすぎる場合、接続連
結部材が連結溝から容易に離脱することがあり、これは好ましくない。
【００２５】
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　一方、電極端子に形成する連結溝のそれぞれは、様々な形状に形成することができる。
例えば、電極端子に形成する連結溝のそれぞれは、平らな円形、平らな長円形及び平らな
スリットからなる群から選択された一つの形状に形成することができる。この場合、接続
連結部材のそれぞれは、接続連結部材をそれぞれの連結溝に挿入し、固定することができ
るように、対応する連結溝の一つに対応する形状に形成する。
【００２６】
　前に説明したように、絶縁性取付部材は、PCMが絶縁性取付部材の上部に配置される構
造に形成する。絶縁性取付部材は、バッテリーセルの上部と直接緊密に接触して配置され
た絶縁性材料から製造する。一例として、絶縁性取付部材は、バッテリーセル上部のサイ
ズにほぼ等しいサイズを有することができ、その中央に第一開口部及び第二開口部を有し
、その第一開口部を介してバッテリーセルの第一電極端子が露出し、その第二開口部を介
してバッテリーセルのバッテリーケースの上部の一部(第二電極端子)が露出し、第二開口
部は、第一開口部から予め決められた間隔を置いて配置されている。
【００２７】
　従って、PCMの接続連結部材は、絶縁性取付部材の第一開口部及び第二開口部を介して
、バッテリーセルの第一電極端子及び第二電極端子の連結溝の中に容易に挿入することが
できる。
【００２８】
　一方、第一電極端子はカソード端子でよく、第二電極端子はアノード端子でよい。
【００２９】
　例えば、プリズム形（prismatic：角形）バッテリーセルは、バッテリーセルの上部か
ら突き出た電極端子及びバッテリーケースが、それぞれアノード端子及びカソード端子を
形成し、それらの間に絶縁性部材が配置され、それによって、相互からの絶縁を達成する
構造に形成することができる。従って、そのようなプリズム形バッテリーセルでは、第一
電極端子は、バッテリーケースの上部、すなわち、カソード端子でよく、第二電極端子は
、バッテリーケースの上部から突き出たアノード端子でよい。
【００３０】
　別の例として、絶縁性取付部材の上部は、PCMを絶縁性取付部材の上部に取り付けられ
、絶縁性取付部材の上部にある所定の位置に固定されるように、PCMに対応する形状に形
成することができ、絶縁性取付部材は、その対向する最も外側に突き出た末端に、絶縁性
キャップと連結するように形成された突出部を備えることができる。
【００３１】
　上に記載する絶縁性取付部材の構造により、絶縁性取付部材とPCMとの間の緊密な接触
が改良される。PCMが絶縁性取付部材の上部に取り付けられる場合、外部衝撃、例えば振
動及び落下、により、PCMがその位置から横方向にずれるのを阻止することができる。
【００３２】
　この場合、PCMは、その対向する末端に、予め決められた幅を有するように内側に窪ん
だ溝を備え、絶縁性取付部材が、その突出部の上部に、溝と対応するように内側に突き出
た連結突起を備えることができる。従って、上記の連結構造では、絶縁性取付部材とPCM
との間の連結が、バッテリーを組み立てる際に、さらに改良される。
【００３３】
　絶縁性キャップは、バッテリーセルを外部衝撃から保護し、バッテリーセルの上部に取
り付けた部材の機械的強度を増加し、バッテリーセルの電気的絶縁性を改良する。好まし
くは、絶縁性キャップとバッテリーセルの連結を改良するために、絶縁性キャップは、絶
縁性キャップがバッテリーセルに取り付けられた状態で、絶縁性キャップの少なくとも一
部がバッテリーセル上部の外側を取り囲むのに十分な予め決められた長さだけ下方に伸び
ている。好ましくは、上記の効果を最大限にするために、絶縁性キャップの下方に伸びた
部分は、バッテリーセル上部の外側に、接着または機械的連結により連結させる。
【００３４】
　二次電池パックは、バッテリーセルの上部に連結された絶縁性キャップに加えて、バッ
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テリーセルの底部に連結されたもう一つの絶縁性キャップ(底部キャップ)をさらに包含す
ることができる。また、二次電池パックは、バッテリーセルのバッテリーケースの外側に
貼り付けたシースフィルムをさらに包含することができる。その結果、バッテリーセルを
外部衝撃から保護し、バッテリーパックの電気的絶縁性を維持することができる。好まし
くは、シースフィルムは、シースフィルムが絶縁性キャップの下方に伸びた部分を取り囲
むように、バッテリーセルのバッテリーケースの外側に貼り付ける。
【００３５】
　本発明の二次電池パックでは、バッテリーセルの種類及び形状に関係なく、どのような
バッテリーセルでも様々な様式で使用することができる。プリズム形リチウム二次電池セ
ルを使用するのが好ましい。
【００３６】
　本発明の別の態様により、二次電池セルに取り付けた保護回路モジュール(PCM)であっ
て、該PCMが、バッテリーセルの過充電、過放電、及び過電流を制御するための保護回路
を有するPCM本体と、及びバッテリーセルとの機械的連結及び電気的接続を行うための一
対の接続連結部材とを包含し、該接続連結部材が、導電性のピンまたはネジ構造に形成さ
れており、接続連結部材が、PCM本体を通って上から伸び、接続連結部材がバッテリーセ
ルの電極端子に対応する位置で下方に突き出た状態で、固定される、PCMを提供する。
【００３７】
　従って、保護回路モジュールがはんだ付けまたは溶接によりバッテリーセルの電極端子
に電気的に接続される従来のバッテリーセル接続構造と比較して、本発明の保護回路モジ
ュールでは、はんだ付けまたは溶接を行わずに、接続連結部材を使用し、保護回路モジュ
ールとバッテリーセルの電極端子との間の電気的接続及び機械的連結を簡単に、容易に達
成することができる。
【００３８】
　また、接続連結部材を包含する保護回路モジュールは、ニッケル板またはニッケルクラ
ッド部材を必要としないので、保護回路モジュールの構成部品の数が大きく低減される。
【００３９】
　本発明の上記の、及び他の目的、特徴及び利点は、添付の図面を参照しながら記載する
下記の詳細な説明により、より深く理解される。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】図1は、本発明の一実施態様による二次電池パックを例示する分解組立透視図で
ある。
【図２】図2は、保護回路モジュール(PCM)アセンブリー、絶縁性取付部材及びバッテリー
セルの連結を例示する典型的な分解組立図である。
【図３】図3は、PCMアセンブリーの典型的な図である。
【図４】図4は、PCMアセンブリーがバッテリーセルの上部に取り付けられた構造を例示す
る典型的な図である。
【図５】図5は、絶縁性取付部材がバッテリーセルの上部に連結された構造を例示する典
型的な図である。
【図６】図6は、PCMアセンブリーが図5の構造に取り付けられた構造を例示する典型的な
図である。
【図７】図7は、絶縁性上部キャップが図6の構造に取り付けられた構造を例示する典型的
な図である。
【図８】図8は、製造された二次電池パックを例示する透視図である。
【最良の様式】
【００４１】
　ここで、添付の図面を参照しながら、本発明の好ましい実施態様を詳細に説明する。し
かし、本発明の範囲は、例示する実施態様に限定されるものではない。
【００４２】
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　図1は、本発明の一実施態様による二次電池パックを典型的に例示する分解組立透視図
である。
【００４３】
　図1に関して、二次電池パック100は、バッテリーセル200と、バッテリーセル200は、バ
ッテリーケース中に電解質と共に密封された状態で取り付けられた電極アセンブリーを有
し、バッテリーセル200の異常状態、例えば過充電、を効果的に制御するための保護回路
モジュール(PCM)300と、絶縁性取付部材400と、絶縁性取付部材400は、PCM300が絶縁性取
付部材400上に配置された状態でバッテリーセル20の上部210に取り付けられており、絶縁
性上部キャップ500と、絶縁性上部キャップ500は、PCM300が、絶縁性取付部材400上に配
置された状態で、絶縁性上部キャップ500が絶縁性取付部材400を取り囲むように、バッテ
リーセル200の上部に連結されており、バッテリーセル200の底部に連結された絶縁性底部
キャップ510と、及びバッテリーセル200のバッテリーケースに、バッテリーケースの外側
を取り囲むように貼り付けられたシースフィルム520とを包含する。
【００４４】
　バッテリーセル200の上部210には第一電極端子220が形成されており、第一電極端子220
は、バッテリーケースから絶縁された状態で上向きに伸びている。バッテリーセル200の
上部210の、第一電極端子220を除いた残りの部分は、カソード端子を形成する。また、金
属ボールまたは重合体樹脂により密封された電解質注入口240が、平らな円形状で突き出
ている。
【００４５】
　絶縁性取付部材400は、バッテリーセル200の上部210に接着により連結されている。第
一開口部410は、バッテリーセル200の突き出た第一電極端子220が第一開口部410を介して
上向きに露出されるように、絶縁性取付部材400の中央区域に形成されている。第二開口
部420は、バッテリーセル200の上部の一部が第二開口部420を介して露出されるように、
絶縁性取付部材400の右側区域に形成されている。
【００４６】
　絶縁性上部キャップ500は、PCM300が絶縁性取付部材400上に配置された状態で、絶縁性
上部キャップ500が絶縁性取付部材400を取り囲むように、バッテリーセル200の上部に連
結される。絶縁性上部キャップ500は、バッテリーセル200上部の外側を取り囲むように、
下方に予め決められた長さだけ伸びている。絶縁性上部キャップ500上部の片側に保証ラ
ベルを貼り付ける。
【００４７】
　シースフィルム520は、バッテリーケースの外側に貼り付け、バッテリーセル200の外部
からの電気的絶縁性を維持し、製品情報を表示する。熱収縮性材料から製造されたシース
フィルム520をチューブの形状に形成する。シースフィルム520を、バッテリーセル200を
取り囲むように配置し、次いで、シースフィルム520が収縮し、バッテリーセル200のバッ
テリーケースの外側と緊密に接触するように、シースフィルム520に熱を加える。
【００４８】
　図2は、PCMアセンブリー、絶縁性取付部材及びバッテリーセルの連結を例示する典型的
な分解組立図である。
【００４９】
　図2に関して、バッテリーセル200の上部210は、第二電極端子230として使用する。第一
電極端子220は、第一電極端子220が絶縁性部材223により第二電極端子230から絶縁される
ように、バッテリーセル200の上部210の中央区域に形成される。連結溝222及び232が、バ
ッテリーセル200の上部210の片側及び第一電極端子220にそれぞれ形成される。絶縁性取
付部材400は、バッテリーセル200の上部210のサイズとほぼ等しいサイズを有する。絶縁
性取付部材400は、その中央に、第一開口部410及び第二開口部420を備え、第一開口部410
を介して、バッテリーセル200の第一電極端子220が露出し、第二開口部420介して、バッ
テリーセル200の上部210の電極端子連結溝232が露出する。
【００５０】
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　接続連結部材322及び332は、PCM300の、バッテリーセル200の電極端子に形成された連
結溝222及び232に対応する位置に取り付ける。接続連結部材322及び332のそれぞれは、導
電性のピンまたはネジ構造を有するように形成することができる。接続連結部材322及び3
32は、接続連結部材322及び332がPCM300を介して上から伸び、接続連結部材322及び332PC
M300の回路(図には示していない)に接続される構造で、PCM30に取り付けられる。バッテ
リーを組み立てる際、接続連結部材322及び332の下側部分は、バッテリーセル200の電極
端子に形成された連結溝222及び232の中にそれぞれ挿入され、それによって、バッテリー
セル200の電極端子220及び230とPCM300との間の電気的接続及び機械的連結が達成される
。
【００５１】
　また、予め決められた深さを有する連結溝222及び232が、接続連結部材322及び332の対
応する1個の底部に対応する平らな円形状に形成される。
【００５２】
　図3は、本発明の一実施態様によるPCMアセンブリーの典型的な図であり、図4は、PCMが
バッテリーセルの上部に取り付けられた構造を例示する典型的な図である。
【００５３】
　これらの図に関して、PCM300は、その対向する末端に、予め決められた幅を有するよう
に内側に窪んだスリット型溝332を備えている。ネジ山が、PCM300に取り付けた接続連結
部材322及び332の下側部分323及び333に形成されている。従って、接続連結部材322及び3
32の下側部分323及び333を、バッテリーセル200の電極端子に形成された連結溝222及び23
2の中に挿入すると、接続連結部材322及び332の下側部分323及び333に形成されたネジ山
により、接続連結部材322及び332が、バッテリーセル200の電極端子に形成された連結溝2
22及び232の中にネジにより係合する。状況に応じて、接続連結部材322及び332のそれぞ
れは導電性ピン構造に形成し、接続連結部材322及び332を電極端子の連結溝222及び232の
中に押し込んで挿入することができ、それによって、接続連結部材322及び332と電極端子
の連結溝222及び232との間の連結が達成される。
【００５４】
　また、正温度係数(PTC)素子(図には示していない)は、温度増加と共にPTC素子の抵抗が
増加するように形成されており、PCM300の底部に形成された保護回路(図には示していな
い)にチップの形態で表面取付技術(SMT)を使用して取り付ける。
【００５５】
　図5は、絶縁性取付部材がバッテリーセルの上部に連結された構造を例示する典型的な
図であり、図6は、PCMが図5の構造に取り付けられた構造を例示する典型的な図である。
【００５６】
　これらの図に関して、絶縁性取付部材400の上部は、PCM300が絶縁性取付部材400の上部
に取り付けられ、絶縁性取付部材400の上部の所定の位置に固定されるように、PCM300に
対応する形状に形成されている。絶縁性取付部材400は、その対向する最も外側に突き出
た末端に、絶縁性キャップ500(図1参照)に連結されるように形成された連結部分434を備
えている。また、PCM300の対向する末端に形成された溝332に対応するように内側突き出
た連結突起432が、突出部430の上部に形成されている。そのため、絶縁性取付部材400の
連結突起432はPCM300の溝332の中に連結され、従って、PCM300は、絶縁性取付部材400に
、より安定して取り付けられる。
【００５７】
　図7は、絶縁性上部キャップが図6の構造に取り付けられた構造を例示する典型的な図で
あり、図8は、製造された二次電池パックを典型的に例示する透視図である。
【００５８】
　これらの図に関して、絶縁性上部キャップ500は、絶縁性上部キャップ500の少なくとも
一部がバッテリーセル200上部の外側を取り囲むことができるように、予め決められた長
さだけ下方に伸びている。絶縁性上部キャップ500は、バッテリーセル200上部の外側に接
着により連結される。
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【産業上の利用可能性】
【００５９】
　上記の説明から明らかなように、本発明の二次電池パックは、保護回路モジュールに取
り付けた一対の連結部材が絶縁性取付部材の開口部を通って伸び、バッテリーセルの電極
端子に形成された連結溝の中に直接挿入される構造に形成される。従って、保護回路モジ
ュールとバッテリーセルとの間の電気的接続及び機械的連結を簡単に、容易に達成し、ニ
ッケルクラッド部材及びニッケル板を使用する従来バッテリーセル構造と比較して、構成
部品の数を大きく低減することができる。
【００６０】
　また、バッテリーを製造する際にはんだ付けまたは溶接工程を必要としないので、製造
効率が改良され、欠陥率が最少に抑えられる。
【００６１】
　本発明の好ましい実施態様を例示のために開示したが、当業者には明らかなように、請
求項に記載する本発明の範囲及び精神から離れることなく、様々な修正、追加、及び置き
換えが可能である。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図８】
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